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‡ζ夏等ので、けら鯉熱攀疲
薔』鷲学鱚鶴簸l磯鐵。奮饉、俸煽管理鯉まき十分気なつ持ていき泰移事ら゛
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あ針Jびの群ごみ』会様で?じイ陽季鶴動絶晰
「ポー蔵を練っな運動講座も実践」を

聞嵯じ審した。

青糠真鋼範職襲]鐘んで下さ義]轟張りた まり■

終了後に妙疲れた方む ・

でも表郷会スタΨ7が一番犠れてらヽ難かも。
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痙ざ 尋念鍼繭 鬱念慧票絞区の難難委員糠ヘ
「介護保険こ歓育策の統合事難』難つキζτ鍵

艶強会を鍋催む参移麓。

管様メモを取ろ等真斜鍾聞みlτ下さ襲]

今後の瀬塾鍾織戴ττ奪らえれ『ざし

思って養私]審す。

拡じら1中参加して頂きあらIがこうござホl春 もた。 ,■下
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癌論の方の熱中症予鶴
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I熱中症手ェック 1

・手の甲の皮膚をつき諄上Iずて、

訪ぐ把戻らない時lき脱ホ状態。

・爪を押えて離し2秒以内に赤諄が

戻ら参い時鯵ホ分不足です。
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高齢になるこ「暑さ』「のどの渇きJ

の感覚が低下します。喉の乾きを感

じる前に、 ,時間毎に
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気温だI守でなく湿度鯉注意 ξ

i量度が高くじ鋤じめした日の

方が熱中感を超通しな峨≪
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